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R2 活動報告書  

恩納村赤土等流出防止対策地域協議会 
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関係団体との連携による説明会・イベントの開催 

赤土等流出防止活動の資金調達に係る取組又は検討状況 

農家等への赤土等流出防止対策に係る普及活動の内容とその効果 

現地・現場における課題等の収集 

営農対策実施前後の赤土等の確認 

年間活動報告書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 勤務中に大雨が降った際、カメラを持ち村内の土地改良区を回り、 

ほ場からの赤土等流出状況を調査。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《効果》  

村内の農地に関する土地勘が付く。 

どのような状態のほ場が流出しやすい 

のかを把握することができる。 

 

 

 

太田地区 

喜瀬武原地区 

営農対策実施前後の赤土等の確認 2 

トラッシュカバークロップの効果！ 

対策あり！ 対策なし！ 

南恩納地区 

     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

○ 過去 4 年間の対策実施 

データが保存、蓄積されている。 

どのような耕作者が、どのような 

状況のほ場にどの対策をして 

どれだけの費用を使用したのか 

一目でわかるように記入。 

その情報をシステムにも 

データアップ。 

《

《効果》 

                                            

対策後の現場管理と、対策実施 
状況の把握に役立つ。 
                                           
村内の実際の対策情報となるの
で、赤土対策説明時に利用価値が
高い。 
 

《課題》 
 

システム入力データより、削減量を 

算定することになっているが、計算式

が複雑で理解困難。 

簡易的計算式が必要。 
 

                    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

《効果》 

データ入力が繊細であったが、簡易 

入力型のクラウド利用が始まり、 

作業しやすくなった。 

このデータを使用した削減量試算が 

出るようになると、対策効果が目に 

見えやすくなる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地・現場における課題等の収集 3 

今年度も、協力的な区長さんより地域の情報と、斡旋のご協力を頂いた。 
塩屋では、区長さんの声掛けから区成人会メンバーとトラッシュ・カバークロッ
プ作業を行った。10 名ほどの参加と区長さんまで作業に加わり楽しかった。 

宇加地区長 

塩屋区長 

農福連携活動「希望ヶ丘」 

4 年間の活動経験より、 

地元区長さんの協力は最大の力！ 
塩屋区成人会メンバー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

国頭ミツバチプロジェクト視察 

国頭村内養蜂資源を守るために養蜂

飼育管理規則を制定し管理体制を整え

ており、その管理体制に習い恩納村でも

規則を制定した。 

養蜂組合の活動も活発で様々な意見交

換を行い、今後の連携も進める。 

OIST×赤土協議会×役場家畜担当 3社で視察 

OIST ダニ研究に貢献 
 

国頭村内の蜂の個体収集とダニ

の採取にご協力いただき OIST 研

究班の研究対象に貢献。県内北

部地区での研究対象が今までな

かったということで、大きな研究成

果に繋がった。 

ミツバチプロジェクトの最先端国頭村 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家等への赤土等流出防止対策に 
係る普及活動の内容とその効果 

 

4 

赤土協議会所有の巣箱で採蜜体験 
令和２年７月７日、プロジェクトのスタートアップ

説明会を開催。約 40 名にご参加頂いた。1 時間を

超える赤土対策講座を受けていただき赤土対策の普

及啓発。その後、赤土対策と養蜂との繋がりについて

の説明で理解を深める。実際に、役場設置養蜂箱の

採蜜を行い 25ｋｇを採蜜した。 

赤
土
対
策 

 

わ
か
る
よ
ね
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池宮氏の採蜜講習 
 

 養蜂歴 25 年のベテランが

説明する採蜜技術。池宮氏

は、自然養蜂を目指す養蜂家

で「無投薬養蜂」を実践中。 

 自然養蜂技術をプロジェクト

メンバーに指導することで、「サ

ンゴの村」づくりに繋がる養蜂

技術が伝えられていく。 

このスタートアップ説明会でプロジェクトへの参
加希望を募り、10 名限定の募集に 15 名の
希望者があった。厳密な審査を行い 10 名が
決定。９月より支援事業をスタート。 

皆さん興味深々!! 
さし草茶に蜂蜜で味付けした 
特製お茶も提供して絶賛！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《効果》 環境保全型農業を目指す新しいチームの形成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南の島のミスワリン  Youtubu 

〇令和 2 年度 Honey & Coral Project 
         成果報告&初級養蜂講座&採蜜体験 
  

https://www.youtube.com/watch?v=havwlx_O-bU 
○RBC ミスワリンの取材も入り、多方面への広報と農家さん 
の意識に赤土対策の盛り上がりを伝える！！ 

 

○ミスワリン澪花ちゃんも養蜂講座と採蜜体験に参加!! 

 

○メンバー初の採蜜!! 
 3 枚の巣枠から約 6 ㎏! 

 

○赤土対策緑肥播種作業も計画していたが、前日の大雨で中止！ 

 

養
蜂
群
崩
壊
も
経
験
。 

 

全
滅
の
様
子
が
農
薬
？ 

 

https://www.youtube.com/watch?v=havwlx_O-bU


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

OIST 主催 ミニシンポジウムでの発表 

「 Honey & Coral Project 」 

活動報告ということで、 

「 ミツバチを利用したむらづくり 」 

という内容を赤土等流出防止対策と環境

保全養蜂の推進について発表。 
 

2020 年度赤土等流出防止交流集会発表  

OKINAWA SDGs カンファレンスで活動発表 

《効果》 全県的に恩納村の赤土対策活動について紹介しアンケート収集やブレストを行う

ことで新しい発想や活動方法が生み出され、新たな出会いにも繋がる。 

 

全県的に赤土対策

に関わっている方々

に恩納村の活動を

伝えることで、幅広

い視野での意見交

換と出会いを創出

することができた。 
 

SDGｓ未来都市 

恩納村を大きくアピール

することが出来た!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OKINAWA  SDGｓプロジェクトでの、カンファレンス後のブレスト資料。 

令和 2 年度うんな中学校総合学
習や小学校出前講座を実績とし
て本格的にカリキュラム化が進
み令和 3 年度よりうんな中学校
では 2030 年度まで継続的に環
境保全学習を行うことが決定し
た。 

時代に即した発信手段として 
積極的に取り組んでいきたい!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光協会とのパートナーシップで
様々なプランを検討中！ 
実現化します。 

県の担当者の意向もあり、様々なメディアへの出演を
行った。やはり、かなりの反響があり効果は絶大！ 

ベチバー2次活用「ベチバーしめ縄」を製作販売!! 

着々と話題と協力の輪が広がり 

商品化目前まで来ている！ 

大きな目標は、綱引きイベントでの 

材料として普及させること。 

おもしろい！ 

必要性を感じる!! 

この３つは上記 

で出ている!! 

必要性の意見が多い！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤土対策産業化！ 

ベチバー産業化！ 

取組んでいきます。 

Honey  & Coral Project 

ベチバーしめ縄！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろなアイデアが

ある中で、様々な問題点

があるので取組を広め

ながら進めていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《効果》 
「SDGｓ未来都市」「サンゴの村」として恩納村の活

動を多くの方々に伝えることができた。カンファレンス後
に、参加された多くの企業の担当者とのワークショップ
に参加することで、県内の SDGｓ活動の認知度や今
後の展望などを直接体感することができた。  

今回は、発表にとどまらず「OKINAWA SDGｓ 
プロジェクト」の方々が、アンケートやワークショップを
通して国や県、県内企業の方々からの様々な意見を
集約したデータ得ることができた。 

一番大切な内容！！ 
赤土被害を“自分ごとに”
を伝えたい！！ 

おもしろい！！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会で発表した重要スライド 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
保
全
活
動
給
付
金
と
い
う 

よ
う
な
形
で
保
全
活
動
事
例
を
作
れ
な
い
か
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OIST ミツバチシンポジューム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

OIST ミツロウラップ イベント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
県営農支援課からの要望で持続的な赤土対策として広報活動 

RBC「A ランチ」護得久栄昇のうちな~漫遊記 

 

全県的な赤土流出防止対策広報活動と

してグリーンベルト・ベチバーの周知！ 

「サンゴの村」恩納村の持続的赤土対策

案「ベチバーしめ縄」を取り上げて頂いた。 

仲泊小学校 5 年生に急遽体験学習を提案！ 

○地域コーディネーターと先生方のご協力で赤土対策

講座を行い、護得久先生と一緒にベチバー植付け体験

が実現した。放送動画にも小学生との体験が映し出さ

れて話題性は大きかった。 

小学生と赤土対策 「わかるよね～」 と大人気！ 

みんな笑顔で、赤土対策を学ぶことができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うまんちゅ広場・SDGｓ特番」で 30 分枠の 10 分ほどが恩納村の活動を放送！ 

Honey ＆ Coral Project の活動が、「SDGｓ」活動として注目を浴びているということで、番組側 

から取材の要望があった。 

いままでの取材は、長くても放送時間が 1 分～3 分ほどであった！10 分は異例！ 
取材の内容は Honey ＆ Coral Project であったが、またとない機会なのでベチバーの広報活動も 

お願いし恩納小学校の植付け体験をマッチング。赤土対策の座学出前講座は開催してあり、「SDGｓ」 

についての勉強も行っていた。 

  放送は、RBC と QAB との 2 社で放送で、かなり多くの方々に拝見して頂けた。 
 

「赤土等流出防止対策」はいままで、注目されにくい項目 

であった中、県内でも有名な芸能人リポーターを採用して 

いる番組が恩納小学校に来ることで子供たちの赤土対策 

に対するイメージは確実に変化する！！ 

県広報番組「うまんちゅ広場」 SDGｓ 特集番組にて 

     Honey ＆ Coral Project が取り上げられた。 

恩納小学校 5 年生が出前講座の際、悪天候で開

催できなかったベチバー植付け体験を撮影日に

開催！小学校の先生方の柔軟な対応で生徒たち

はとても良い経験ができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野山に草花が咲き乱れるこの季節、恩納村冨 

着の養蜂園には忙しく飛びまわるミツバチたち 

の元気な羽音が響きます。自然養蜂の安全で

おいしいハチミツを家族や沖縄の人々に食べてもらいたい。 

何か作ることが好きで、養蜂は特殊な仕事だし楽しそう。一生

の仕事になるような気がして、この仕事を選んだ。 

卵をいっぱい産む良い女王バチのいる巣箱。ハチミツをいっぱい

貯める巣箱。それぞれの群によって個性があるところもおもしろ

い。元々、人のためにと思っていたハチミツづくり。それが海を守

るために役立っていることに、喜びを感じています。by 池宮 

 

いま、「SDGｓ環境保全体験学習ツアー」の要望が飛躍的に増加している！ 

観光協会を軸に、漁協・ダイビング関係者・沖縄環境科学センターとでプラン 

作成を進めている！ 
・企業研修や修学旅行、県内小中学校から「SDGｓ未来都市」の活動を体験学習したいという要望。 

多くの予約を取ったが、コロナの影響でことごとくキャンセル！マイナスにはとらえず、関係各社でより良い 

プランを作成するために打ち合わせを増やしている。 

PV 作成は 2 件で 

○ 恩納村赤土等流出対策！ベチバー植付け体験の宣伝！ 
○ 恩納村 SDGｓ活動「Honey ＆ Coral Project」の宣伝！ 

関係各社での打ち合わせ内容は、パートナーシップでのプラン作成。 

今までのプラン作成では、サンゴの学習は漁協やダイビング関係者が担当で赤土対策は、赤土協議会と 

いうように担当者を分けたプランであった。今後の新しいプランでは、関係各社全員で担当することができ 

るシステム創りを模索している。 

    ○ コロナ禍終息後、増加する要望に対応できる体制を目指す！ 

Honey ＆ Coral Project メンバー2 名が 

気ままにロハススタイルに出演！撮影に全面的に協力！！ 

観光協会「環境保全体験プログラム」PV 撮影に協力！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OIST 発!!ベンチャー企業 
「EF ポリマー」との営農支援対策試験!! 

○ インド企業 EF ポリマー社  「SDGｓ」の達成に向けて！！ 
 持続型有機農法として開発された 100％有機物のポリマー！ 

営農支援型赤土流出防止対策に繋がる可能性を探る！ 
第一試験圃場でのキビ生育が顕著で、試験圃場耕作農家さん 
より別のほ場でも試して欲しい！という要望を頂いた。 

２カ所での試験を行い、様々な試験結果を得た！ 
来年度は、規模拡大と専門の方々に試験データを取って頂く。 
今回の試験活動が、県内各新聞や NHK などから取材を受け

注目された。このポリマーに関しての情報が欲しいという問い合わ 
せも多くあった。  ※略式で関係資料添付 

フィルター素材 

赤土流出量確認レーン 降雨時調査 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続型有機農法と赤土対策農業との両立＆相乗効果 

牛糞尿を利用した液肥も生成し、有機栽培試験。 

農家さんの意見を最優先する方針を取る。 

試験圃場準備 

廃ガラス再利用 

資材スーパーソル 

スーパーソルフィルター 

設置作業 

試験圃場完成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施行内容 

最終計量結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区間ごとの畝を手刈り収穫し、計量作業を行う。協議会補助

員も手刈り収穫初体験！収穫時の実感としてもポリマー区の

収穫量の多さに驚く！ 

土壌表面のポリマー効果での赤土削減にとどまらず、ポリマー

効果で、耕運作業の回数を減らすことで流出量削減に繋がる。 

OIST 側が琉大にこの実験を紹介したが、流出量の確認

根拠とするには体制が不十分との指摘を受けた。今後、本

格的に試験をするなら協力できるとのこと。 

営農支援としての効果が顕著!! 
慣行１区とポリマー３区との収穫量が約２倍という

結果が出た。農家さんの実感としても効果が出ていると

ういことで、次年度に向けて規模を拡大する。興味深い

数値としては、収穫量が多い区の糖度が低い傾向にあ

った。今回は、役場糖度計で素人が計測を行ったた

め、次年度には、「ゆがふ製糖」に協力して頂き計測を

行う予定。 

補助員 奮闘!! 

糖度計測!!本格的な調査したい

い。 

収穫量計量作業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：報告書添付 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
沖縄県農業試験場からの依頼 

緑肥用ゲダイズ栽培試験実施。 

３ 圃 場 を 選 定 し p h 測 定 を し て 整 備 作 業 。 

播 種 作 業 村 苗 畑 で の 生 育 

E F ポ リ マ ー と の 協 働 試 験 ほ 場 

生育がとても良い！ 

カバークロップ効果 

防 草 効 果 が 高 い 

２週間後 

２
０
日
後 ２ケ月後 

3 ケ月後 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係団体との連携による説明会や 
イベントの開催 

 

5 

恩納・山田保育所＆文化情報センターとで 
保育園児に環境学習!! 

可愛いワンちゃんも 

参加してみんな笑顔！ 

昨年に引き続き、恩納保育園！今年度は新しく山田保育園でも開催。

サンゴ関係絵本の種類も増えておりイベントとして定着しそう。 

文化情報センターの 

お姉さんたち！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しばらく裸地となる畑に、蜜源緑肥を蒔き 
                 環境学習イベント開催 

赤土環境学習サイクル 
開花イベント 

播種～開花 
HoneyCoral メンバーも参加 

播種イベント 

開
花
～
サ
ン
ゴ
学
習 

HoneyCoral メンバーのほ場で開催!! 
保育所関係者 

からも絶賛!! 

参加したメンバーも、 
子供たちが喜んで良 
かった！と大好評！ 

みんな真剣にサンゴの

お話を聞いていた！！ 

来年は、安富祖でも！ 

サンゴの話を聞いてお家で 

お母さん、お父さんにサンゴ 

のお話をしましょう!ということで 

「サンゴの村かるた」を贈呈。  

恩納保育所 

サンゴ学習～サンゴかるた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

NPO 法人と恩納小学校４年生に出前講座!! 

○毎年恒例となった出前講座○ 
 県の環境保全課の事業で西原理事長が行う出前講座。今回の恩納小学校
４年生は、陸と海を繋げた環境保全講座となっている。   

・ 海域 ・・・ 「サンゴ畑のグラスボート視察」（事情があって延期） 

・ 陸域 ・・・ 「赤土対策ベチバー植付け」 
「恩納村シンカレタス苗植え体験」 

理事長が恩納村漁協や恩納村農林水産課との調整をして頂き実現した。 

教室での座学の日と、ほ場での野外活動を行うことができた。 
「シンカプロジェクト」のレタスの植付け体験も毎年の恒例となってきており、村が

行う農業振興事業についても説明を行い、農業の発展と共に赤土流出対策 

徹底の大切さを説明した。 

村内全小学校での講座 
開催を計画予定。 
幼小中学校を通した赤
土対策学習のプロクラ
ム作成の必要性が出て
きている。 
 

赤土対策 VR 視聴 
 

将来の恩納村について考える 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会 地域コーディネーターと 

連携し村内小中学校で環境保全活動体験学習!! 

４年前より山田小学校から始まった赤土対策出前講座、４年目に入り

大きく拡大している。今年度は、教育委員会「地域コーディネーター」と

連携して小中学校での赤土対策講座を 4回開催。うんな中学校では

大規模なフィールドワークを行うことができた。100名以上の生徒の対

応が初めてで至らない点が多かったが、次回に向けての課題が見え大

きな意義のある活動であった。更に、うんな中学総合学習での商品開

発企画に向けて大宜味村に視察に行き、「SDGｓ環境保全体験型カリキ

ュラム」作成の企画が進みだした！ 
 

○ 恩納小学校 4 年生、5 年生 赤土講座 ＆ 赤土対策体験 
○ 仲泊小学校 5 年生 赤土講座 ＆ 赤土対策体験 
○ うんな中学校 1 年生 赤土講座 ＆ 赤土対策フィールドワーク 

 

◎ 村内幼少中学校で通年対応できる体制を目指します！ 
 

大宜味村 
 
商品開発 

総合学習 

視察!! 
 

関係者聞き取り 

 
授業視察 

 

大宜味村 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海 

域 

（ 

先
進
的
な
海
の
保
全 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

陸 
域 

 

（
海
の
保
全
を
持
続
さ
せ
る
） 

うんな中学校 総合学習 「～海と共に生きる～」 

漁協施設視察 

 

サンゴ苗づくり 

 

サンゴ畑見学 

 

海産物見学 

 

ベチバー植付け体験 

 

赤土対策説明 

 

OIST チームコンポスト 

 

養蜂学習 

 

シンカレタス、コンポスト栽培 

 

蜜源緑肥播種体験 

 

農林水産課の皆さんの全面的なご協力で実現した!! 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恩納小学校・仲泊小学校 赤土対策講座 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 中学生が描いた蜜源緑肥デザイン圃場!! 笑顔で赤土対策（笑）！ 

 

各小学校で赤土講座 
 

全学生が赤土対策 VR 視聴 
 

フィールドワークでベチバー植付け体験 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OIST と「Honey＆CoralProject」を実践!! 

OIST 研究員と国頭養蜂組合視察 

沖縄県の北部地域のダニ採取は始

めてらしく研究材料として大きな収穫 
 

今年、交配用ミツバチ販売

が日本一になった沖縄県。

国頭村養蜂業の実態や国頭
ミツバチプロジェクトについて

様々な点での話を伺った。 

 

OIST 研究者に沖縄使用非農薬ダニ駆除作業を紹介。 

 

新垣養蜂長年の手法 

蟻酸投入法 

 

定期的なダニ研究に協力。 

 

ダニを発見し採取ケースに

入れて引き渡す。8 群を研

究用に提供している。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恩納区長とのコラボレーション!! 

恩納区地域より出た雑木バークチップ資材を有効利用 

バークチップカバークロップ 流出削減効果 最大 

 

大
雨
時 

 
 

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
作
業 

 
 

対
策
効
果 

区長からのお声掛けで無償提供!!利用拡大依頼予定 

 

営農支援として土づくりに貢献 

 土づくりに伴い、団粒化が促進し流れにくい土壌になる！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度より、本格的な事業体制を企画！ 
持続循環型赤土対策の模索として、さとうきび振興組合＆農協 
＆赤土協議会 3 社がそれぞれ経済的利益と環境保全を実現！ 

農協・漁協・観光協会等の機関を 
本協議会の構成員として協働パートナーシップ!! 

農協とのコラボレーション 

トラッシュ・カバークロップ対策 

現在は県事業に習い 1 ほ場、1 回は 100％の支援が可能。しかし、追加支援ができない点が 
持続性が無い問題点だ！ この仕組みの中で 2 回目以降の追加支援率を段階的に下げること 
で農家負担の軽減を図り、営農効果実証期間とし少しずつ作付け計画の一部に入れていく事を 
可能にすることで持続性を得ることができなか。 

追
加
支
援
率
を
段
階
的
に 

下
げ
て
持
続
性
を
高
め
る 

 

こ
と
が
で
き
な
い
か
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環境保全活動が地域雇用を創出 

コロナ影響を受ける観光業関係者による 
観光環境保全作業が収益につながる。 

ダイビング関係者による作業協力 

総
勢
⒑
名
に
ご
協
力
を
頂
い
た
。 

ト
ラ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ 

作
業
を
行
う
時
期
は
、 

観
光
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
時
期
に 

な
る
た
め
に
、
今
後
も
継
続
的
な 

作
業
協
力
を
模
索
す
る
。 

ベチバー 
植え付け作業も 

ダイビング関係者による 

「SDGｓ活動」女性も積極的に 

一緒に作業をする。ジェンダーフリー

運搬は全て人力 
一輪車作業！ 
過酷な作業‼ 一人一列担当！ 

少しずつ埋まると達成感が沸く！ 

前面が終了すると達成感半端ない‼ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 トラッシュ・カバークロップ総合効果 》 

《 営農対策の効果 》 

○マルチング効果 
恩納村での対策項目の中で 

一番効果が高い。 

○有機物の投入 
100 坪に葉がら梱包約 17 個

対策経費・・約 500/坪円 
（材料費+人件費+機械リース費） 

海の環境汚染として農薬の流出も大きな影響があり、除草剤の使用量や流出量削減も大きな環境保全となる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラッシュ・カバークロップの赤土流出削減効果 
 

対策あり 
 

対策なし 
 

対策あり 
 

対策なし 
 

観葉植物のほ場を対象に実施。観葉畑は年

中裸地の状態が続き大雨の際には確実に赤

土が流出する。拠点産地に認定されて、観葉

畑の増加が推測されるため強化していきたい。 

■トラッシュ・カバークロップ■ 

恩納村で行う対策項目の中で、 
いちばん効果の高い対策！！ 
問題点は、作業効率の悪さと重労働！ 
一番大変な作業を漁協青年部やダイビ 
ング関係者方々にご協力を頂いた。 
この姿に、影響を受けてくれる方々が増 
えることを願うと共に、効率的な作業方 
法を模索し根付く対策にしたい。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・旅行会社等が企画する環境学習ツアーのプログラム企画制作。 

 
《コロナの影響でキャンセル相次》 

 コロナの影響で県外観光客の復帰は、予想がつかないために県内の企業や
学校に向けたプランに的を絞った。県内小学校より 1000 人を超える体験プ
ラン受入の相談も来ていたが、キャンセル!! そこで、「安心・安全パック」PCR
検査込プランを環境科学センターからご提案があり、第一に検討していく。 
 

観光協会とのコラボレーション 

SDGｓ事業の普及に貢献する!! 

修学旅行向け SDGｓツアーの企画・運営業務 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCR 検査セットプラン検討 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤土等流出防止活動の資金調達 
に係る取組又は検討状況 
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「Honey ＆ Coral Project」 

を実践し商品化に向けた活動!! 
 
 
・Honey ＆ Coral Project からのハチミツの初の販売！ 

プロジェクトでの目標ハチミツ原は、1 ㎏ 10,000 円 !! 
 サンシャイン水族館で 3 月５日「サンゴの日」としてイベントが開催され、そのイベントで

プロジェクトの紹介展示と、景品としてハチミツ購入のお話を頂いた。販売数は、50g

瓶詰で 1,000 円×5 個。目標を超える販売価格。 

市販としてこの値段設定で販売し、農家さんへの還元と基金創設を図る。 

 

東京サンシャイン水族館へ蜂蜜販売 

水族館に展示された内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベ
チ
バ
ー
２
次
活
用
を
模
索
し
、 

ベ
チ
バ
ー
し
め
縄
販
売
実
験
実
施
！ 

「おんなの駅」なかゆく市場の方々の 
ご協力で今年もベチバー販売実施 
昨年よりも認知度が上がり、売れ行き 
が良かった。（10 個が直ぐ完売） 
 

今
年
度
初
め
て
の
挑
戦
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税 

返
礼
品
と
し
て
出
品
。
な
か
ゆ
く
い
市
場
店
長
さ

ん
、
商
工
会
の
担
当
者
の
方
々
に
ご
協
力
頂
い
た 

な
ん
と
、
売
れ
高
０
個
。
来
年
度
の
課
題
だ
。 

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
初
出
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県知事にベチバーしめ縄を贈呈!! 

 「ベチバーしめ縄」の話題は、本土でも取り上げて頂いている。 

恩納村産のモズク加工者様、サンシャイン水族館関係者の皆様 

からの注文を受け、合計で 50 個を販売した。モズク加工者様か 

らは単独で 50 個の注文を受けたが、生産体制が追いつがず 

30 個の販売に留まった。来年には、生産体制を整え増加する 

予定の注文にこたえることができるように努める。 

 どちらからも、販売後のご意見やアンケート調査を行い今後の 

商品開発に生かしていく。 

 琉球新報社とのコラボ企画でも、50 名近い方々に作成体験 

を頂いたほか、琉球新報本社入口にベチバーしめ縄が飾られた。 

 

 昨年度、7 月 12 日の「土壌保全の日」に、恩

納村の畑にベチバー植付け体験にいらっしゃった

玉城知事。そのベチバーがすくすく育ち、そのベチ

バーを利用して「ベチバーしめ縄」を作成。 

村長が贈呈し「サンゴの村」づくりの一環活動とし

て報告。 

今年度は、規模を拡大する施策を次々と実行。 

メディア等で大きく取り上げて頂いたり、SDGs 

カンファレンスの出会いより、琉球新報社とのコラ

ボレーションなど様々な活動を実施。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知事贈呈用ベチバーしめ縄 

SDGｓマーク 

養殖サンゴ 

知事贈呈用「ベチバーしめ縄」と同じサイズの販売価格 

8000 円を想定中!!会社等の入口にいかがでしょうか？ 

琉
球
新
報
社
本
社 

ベ
チ
バ
ー
し
め
縄
設
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琉球新報本社の入り口前でしめ縄ワークショップを２回開催 

 

新報社用を社員の方々が作成する。 

1 回目は、新報社社員の方々２０名ほどが参加。 

■赤土対策ワークショップ■ 

赤土対策の現状やベチバーしめ縄の 

意義などを説明した後に 

いよいよしめ縄作り体験！！ 

なによりも赤土対策啓発活動！ 

このワークショップでは、ワークショップ 

参加費で、体験と自作したしめ縄を 

持ち帰ることができる。 大好評！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 回目の開催時は、OKINAWA SDGｓプロジェクトの企業さん 
や沖縄県経営者協会「かりゆし塾」のメンバーの方々など約 50 名ほ 
どが参加した。農林水産課のご協力のもと恩納村特産品直売も開催！ 

農
林
水
産
課 

農
林
係 

恩
納
村
の
特
産
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル
！ 

出
品
物
の
ほ
と
ん
ど
を
販
売
し
た
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新報社用完成式！要の養殖サンゴ取付で完成！ 

株式会社 井ゲタ竹内 様 

今年初めてご購入頂いた。

会社の入口に飾って頂き「サン

ゴの村」づくりへの全面的なご

協力に対し、更なる努力を積

み上げたい。来年の御注文に

向けて生産体制の改善と品質

の向上を目指します。 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンシャイン水族館（恩納村養殖サンゴ水槽） 
恩納村のサンゴ保全活動商品としてご展示頂いた。 

ベチバーしめ縄に込められた思いという内容を掲

載して頂き、本土の方々に恩納村の取り組みを

紹介して頂き、認知度が低いと問題になっている

沖縄県の赤土被害について全国的な周知活動

に繋がっている。お正月には、水族館の入り口や

サンシャインスカイサーカスでも展示＆広報。 

関係者の皆様に 20 個ものご注文を頂いき

初めてご購入頂いた。 

購
入
し
て
頂
い
た
方
々
か
ら
の 

ご
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
。 

直
々
の
ご
意
見
は
本
当
に
参
考
に 

な
る
も
の
ば
か
り
。 

来
年
に
向
け
て
の
課
題
が
明
確
に
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漁協が行っているモズク基金体制を 
農産物への拡大に向け調整中!! 

 株式会社 井ゲタ竹内 様 より 50 個の「ベチバーしめ

縄」の御注文を頂きました。ベチバーを生産物にするアイディ

アで持続的な赤土対策実現を目指す協議会に多大なご協

力を頂いております。こちらの生産体制が追いつかず 30 個

の販売となり御迷惑をお掛けしましたが、初年度より 3 年間

続けて赤土講義を聴いて下さる生協コープ関係者の皆様に

「ベチバーしめ縄」を繋いでいただき来年に向け生産体制を強

化します。 

 Honey ＆ Coral Project より採蜜したハチミツの購

入にも興味を持って頂き、恩納村環境保全ハチミツブランド

の生産にもパートナーシップで挑みます。 

株式会社 井ゲタ竹内 様  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池城様とミツロウを使ったエコラップで基金体制を模索 
 

 池城さんからのお声掛けで、OIST でのエコラップ作成体

験イベントを開催し、今後の基金造成に向けたお話を頂い

た。Honey ＆ Coral Project からでる養蜂副産物の

蜜蝋を利用して、エコラップ作成キッドを販売する企画。 

 エコラップのデザインは、池城さんのデザインで蜜蝋は恩納

村産。作成する物もエコなラップ。プロジェクトから蜜蝋を購

入して頂き、さらに売上金からサンゴ寄金に寄付して頂く計画 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

 

 

 

 

 

 
 

池城さんは、デザインのテーマに

沖縄の自然循環型をイメージ

する作品が多いらしく、そのイメ

ージと Honey＆CoralProject の

趣旨がマッチし、そのデザインの

布に蜜蝋が利用され、ごみを減

らすためのラップが完成する。今

回の布は、エコラップのためにデ

ザインしたものでミツバチたちも

自然の中で飛び回るデザインで

あった。 

Honey ＆ Coral Lap 

恩納村産の蜜蝋 湯煎して溶かす 
蜜蝋の完成 

可愛い布を準備 
蜜蝋を布に染み 

込ませ完成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Honey ＆ Coral Project 

に共感されてお話を聞きにいら
っしゃったメンバーの方々。 
お話を進める中で、「ベチバー
しめ縄」をご紹介したところ 
このベチバーの 2 次活用に興
味を持って頂いた。数回に渡
り打ち合わせを重ねて、かりゆ
し塾の成果発表会でプレゼン
された。 

本格的に 2 次活用について 
ご検討頂きいくつもの新しいア
イディアが生まれた。 

新報社でのしめ縄ワークショ 
ップにもご参加いただいた。 

観光協会とも連携し、ふれ
あいセンターでの野外体験ワ
ークショップも開催。様々な企 
業の方々との出会いになった。 
 

 

ベチバーと 

カツオ投入 着火 取り出して切って完成!! 

沖縄県経営者協会 

「かりゆし塾」メンバーと連携し商品化実践。 

ベ チ バ ー 藁 の カ ツ オ の た た き 
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れ
た
空
に
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を
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こ
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